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★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が８０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８０％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が8０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８０％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が８０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８５％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が８０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８５％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 保護者アンケートで９５％以上の保護者が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 保護者アンケートで９０％以上の保護者が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 保護者アンケートで８０％以上の保護者が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が８０％未満である。 1 保護者アンケートで肯定的な評価をしている保護者が８０％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が８０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８0％未満である。

結果の分析と改善策

◎学び考えを深める子　○思いやりの心をもち行動できる子　○がんばりぬく子　○身体をきたえる子
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★学校教育目標

【目指す児童・生徒像】

【目指す学校像】　　

自他を認め、思いやりの心を持って他者と接し、心身ともに健康で、進んで学ぶ意欲とたくましく生きる力を育む児童

児童も教職員も学び続ける学校

評価点

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

児童の笑顔と未来のために、教育の専門職としての自覚をもち、自ら学び続け、子供とともに成長する教師

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

日野市第４次学校教育基本構想の理念を踏まえ、子供たち自らが「すべての“いのち”がよろこびあふれる今と未来をつくっていく力」を育んでいけることを
目指し、人間尊重の精神を基調に、心身ともに健康で、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応する生きる力を育む教育を推進する。

【目指す教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見評価点

主体的・対話的で深い
学びの具現化に向けた
自分に合った多様な学
びの創造

探究的な学びを取り入れた授
業を充実させ、思考力・判断
力・表現力を育成し、それら
を活用・発展させる実践力を
高める。

◆学校図書司書と教員の連携及び学校図書館
の情報センター、学習センターとしての機能
を活かし、ＩＣＴとの両輪で児童の課題解決
力・論理的思考力の育成に努める。
◆ＩＣＴを活用しながら児童の学びを主体的
に情報発信させる。
◆教員が、児童自らの課題解決を後押しする
指導法を身に付ける。
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・図書室前に、最近の学習内容をま
とめたしポート（デフリンピックに
ついてなど）を見たり出したり、廊
下に学習関連の物がたくさんあった
りと、今学習しでるものが何かがよ
くわかり、子どもたちの学習意欲も
高められていると感じる。

「学校の勉強を理解しています」
の質問に９２％、「学習者用端末
を使って学習をします」の質問に
８７％、「何事にも諦めないで最
後まで頑張ろうとしています」の
質問に９１％の児童が肯定的な評
価をしている。探究的な学習を全
校的に取り組んでいるので、引き
続き協働的・対話的な学びを進め
ていく。

心身ともに健康でたく
ましく生きる力を育む

体力向上および食育推進の取
組を通して、児童がたくまし
く生きるための知恵や体力を
育て、生涯スポーツの基盤を
つくる。

◆体育の授業を充実させ、児童の持久力向上
に努める。
◆体力テストや六小ラン、なわとび週間等の
取組を通して、身体を動かす楽しさ心地よさ
を味わわせ、子供の基礎体力を高める取り組
みを行う。
◆学校医や学校薬剤士、保護者と連携し、学
校全体の健康教育の啓発と充実に努める。
◆児童が心の健康を保てるために、保護者と
連携して児童理解を図る。
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・運動会を参観したが、どの子も楽
しそうに参加していて、児庫が体を
動かすことを楽しんでいることが伺
えた。計画的な取組の成果の表われ
だと思った。
・近年、子どもたちの体力が落ちて
いるため、体力向上を図るためにさ
まざまな取り組みをしている。昼・
中休みにどの学年でも校庭等で遊べ
るようにしているのは、とてもよい
取り組みだと思う．

「学校の給食は、好き嫌いせずに
食べていますか」の質問に８
３％、「体育の時間や休み時間
は、元気に遊んだり運動していま
す」の質問に８８％の児童が肯定
的な評価をしている。
体力向上は本校の課題の一つでも
あるので、身体を動かす場面の意
図的な設定を行っていく。

思いやりの心をもち、
豊かな社会性のある児
童の育成

自他を認め、思いやりの心を
もって他者に接することので
きる児童を育てる。

◆児童が自分を発揮し、互いに自己の存在感
を認め合える学校・学年・学級経営を行う。
◆学校行事や委員会、係活動、たてわり班活
動、集会活動等を通して、あいさつの励行と
笑顔あふれる学校の具現化を図る。
◆校内委員会を核とし、個々の児童の教育的
ニーズを考慮して、課題を解決する。
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　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

・あいさつ運動に取り組んでいて、先生方
も率先してあいさつをしてくださるが、あ
いさつをする子供、しない子供の二極化が
進んでいるとのこと。恥かしいなど、その
子どもなりの理由があるかもしれないが、
あいさつの大切さは知ってもらいたいと思
う。引き続き励行に取り組んでいただきた
い。

「友達を思いやり、仲良く遊ぶこ
とができています」の質問に９
６％、「おはよう、ありがとう、
等の挨拶を自分からしています」
の質問に９１％、「気持ちの良い
言葉遣いをしています」の質問に
８７％の児童が肯定的な評価をし
ている。
挨拶や言葉遣いはコミュニケー
ションの基盤となるため、今後も
指導を継続していく。

すべての“いのち”を
守り、育むための取組
の充実

子供の安全・安心を守る組織
的なサポート体制を構築し、
生活指導の充実を図る。

◆防災教育や栽培活動等、教育活動全体を通
して、自他のいのちを尊重する取組を実施す
る。
◆学校いじめ防止基本方針に則り、いじめ対
策委員会を中心に、いじめ防止の取組を徹底
する。
◆スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカー、保護者、外部機関等と連携し、
組織的に、いじめ・不登校の未然防止・早期
発見・早期解決を図る。
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・児童が他者に心ない言葉を発した
ことで、板長先生がすぐに朝会で指
導するなど、道徳の授業だけでな
く、普段の学校生活の中で他者に対
する思いやりの心を育てている。
・避難訓練の様子を参観したが、教
師の指示が体に入っているようで、
いつ本当に災害があっても、スムー
ズに避難できそうだった。

「自分の命は自分で守ることに気
を付けています」の質問に９６％
「安全に気を付けて登下校してい
ます」の質問に９５％の児童が公
的的な評価をしている。
災害や交通安全以外にも、SOSの
出し方に関する教育等場面に応じ
た安全でいられるための指導を意
図的計画的に実施していく。

「調べたり、まとめたりする学習
でよく考えたり、習ったことを生
かしたりしています」の質問に９
１％、「地域での学習は楽しいで
すか」の質問に９０．５％の児童
が肯定的な評価をしている。
児童の主体的・対話的で深い学び
の実現に向け今後も探究に値する
課題を設定し、学習活動をアップ
デートしていく。

家庭、地域・社会と協
働した教育活動の推進

ＰＴＡ・地域支援本部・社会
教育センター・地域人材など
を活用し、豊かな体験活動や
学校環境整備を行う。

◆学校運営協議会、保護者会、道徳授業地区
公開講座、学校行事の意見交換や情報交換、
アンケートを教育活動の改善に活かす。
◆地域を学びのフィールドにした学習活動の
充実を図る。
◆家庭訪問・個人面談等において保護者と連
携し、一人一人を大切にした教育活動を推進
する。
◆教育活動への保護者の協力を積極的に活用
する。
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★重点計画の概要

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

学校運営連絡協議会で、投業参観をしてか
ら皆で協議をするのは、学校の現状も分か
りとてもよいと思う。その中から、六小の
課題や目指すべきことも見えてくることが
あると思う．

「学校は、家庭・地域と連携し、
指導の充実を図っている」の質問
に９１％、「学校はPTAや地域人
材を活用し、体験活動や学校環境
整備を行っている」の質問に８
９％の保護者が肯定的な評価をし
ている。
今後も引き続き、地域や保護者と
連携し、体験活動に注力するとと
もに活動したことを発信するよう
にしていく。

持続可能な社会をつく
る一人としての自覚と
行動力の育成

多くの人や施設・自然に関わ
り合い、自らの生き方を考え
ることができる児童を育て
る。

◆SDGｓの理念を活用し、持続可能な社会を
つくる一人としての自覚と行動力を育む取組
を実施する。
◆地域の教育資源の開発を行い学習に活か
す。
◆子供発信の学習・取り組みを具現化する。
◆６０周年記念に係る行事を通して学校や地
域に対して目を向け社会の一員としての意識
を育む。
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・60周年記念行事を通して、子ど
もたちも広山の歴史を学びながら、
多くの人々や地域との関わりを感じ
られたと思う．そして、その歴史を
またつないでいこうという気持ちを
強くしたと思う。


